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１ 立地適正化計画と他計画との関係 

本計画は、都市全体の観点から、居住機能や医療・福祉等の都市機能の立地、公共交通の充実等

に関する包括的なマスタープランとして策定する計画です。総合計画や都市計画区域マスタープラ

ンといった上位計画に即して策定された「第 2 次熊本市都市マスタープラン」に示されている都

市づくりの基本理念や都市構造の将来像を準拠しつつ、策定します。更に、国が推奨する多極ネッ

トワーク型コンパクトシティを形成するためには、公共交通分野との連携が必須であるとともに、

商業施策、住宅施策、医療・福祉施策、農業施策など多様な分野の計画と連携する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次熊本市都市マスタープラン 

※熊本市の都市計画に関する基本的な方針を示したもの 

熊本市立地適正化計画 

熊本都市計画 都市計画区域の 
整備、開発及び保全の方針 

（熊本都市計画区域マスタープラン）〔熊本県〕 

熊本市総合計画 
〔熊本市〕 

 

《医療・福祉分野》 

くまもと医療都市 2012、地域福祉計画、
くまもとはつらつプラン 等 

整
合 

連
携 

《環境分野》 

熊本市環境総合計画 
熊本市緑の基本計画等 

《財政分野》 

公共施設等総合管理計画（公的不
動産に関する計画） 等 

《公共交通分野》 

熊本都市圏都市交通マ
スタープラン、地域公
共交通網形成計画 等 

《中心市街地活性化分野》 

中心市街地活性化基本計画 等 

《住宅政策分野》 

住生活基本計画 等 

《農林水産分野》 

農業振興地域整備計画、 
森林整備計画 等 

《子育て分野》 

熊本市子ども輝き 
未来プラン 等 
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■各種計画の概要 

 

（１）新総合計画（策定中）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.3 

 

（２）人口ビジョン、まち・ひと・しごと総合戦略（策定中）・・・・・・・・P.4 

 

（３）熊本都市計画区域マスタープラン・・・・・・・・・・・・・・・・・P.6 

 

（４）熊本都市圏交通マスタープラン・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.7 

 

（５）公共交通グランドデザイン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.8 

 

（６）中心市街地活性化基本計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.9 

 

（７）住生活基本計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.10 

 

（８）公共施設等総合管理計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.11 

 

（９）くまもと医療都市 2012 グランドデザイン・・・・・・・・・・・・P.12 

 

（１０）第 6期くまもとはつらつプラン・・・・・・・・・・・・・・・・・P.13 

 

（１１）子ども輝き未来プラン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.14 

 

（１２）熊本都市圏将来ビジョン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.15 

 

（１３）災害リスクの高い地域・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.16 
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（１）新総合計画（策定中：４年２サイクルの８年計画）     

１ 総合計画とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ めざすまちの姿 

 

 

豊かな自然と歴史・文化に恵まれ、温かいふれあいに満ちた地域の中で、お互いに支えあいながら

心豊かで幸せな暮らしが営まれているまち。そして、市民一人ひとりが、自分たちが暮らすまちに誇

りを持ち、夢や希望を抱いて、生き生きと多様な生活を楽しんでいるまち。そのような、市民が住み

続けたい、誰もが住んでみたくなるまちを、私たちはめざします。 

 

３ まちづくりの重点的取組 

(1) 安心して暮らせるまちづくり 

① 誰もが安心して子育てできる環境を整えます。 

②「おたがいさま」で支えあう地域コミュニティを形成します。 

(2) ずっと住みたいまちづくり 

① コンパクトで利便性の高い都市をつくります。 

② 雇用促進、就職・就業を支援し、熊本に住み働ける環境を整備します。 

(3) 訪れてみたいまちづくり 

① 伝統文化とエンターテインメントが共鳴するにぎわいを生み出します。 

② 自然と共生する恵み豊かな熊本を発信します。 

（案を作成中） 
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（２）人口ビジョン、まち・ひと・しごと総合戦略（策定中）                           

１ まち・ひと・しごと創生とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口ビジョン、まち・ひと・しごと総合戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３人口ビジョン 

対象期間 ： 平成 62（2050）年を想定 

 

４まち・ひと・しごと総合戦略 

対象期間 ： 2019年度までの５ヵ年計画 
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（３）熊本都市計画区域マスタープラン                  

１ 都市計画区域マスタープランとは 

都市の発展と動向、当該都市計画区域における人口、産業の現状及び将来の見通し等を勘案して、

長期的視点に立った都市の将来像を明確にするとともにその実現に向けて大きな道筋を明らかにする、

当該都市計画区域における都市計画の基本的な方向性を示すもの。 

【区域】 ○熊本市の行政区域の一部 

○合志市、菊陽町、嘉島町、益城町の行政区域の全域 

【目標年次】おおむね２０年後(平成４２年頃)  

 

 

２ 都市づくりの目標 

○「豊かで身近な自然・歴史文化・景観と調和した都市づくり」  

○「多様な都市機能の集積・利便性の向上を目指す多核連携型都市づくり」  

○「広域交流、域内交流を育む快適で便利な公共交通優先の都市づくり」  

○「人と環境にやさしい安全・安心な都市づくり」  

○「住民と行政が協働により取り組む都市づくり」  

【将来市街地像図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『豊かな自然と歴史を活かし、活力あるエコ・コンパクトな都市づくり 

都市機能の集積 
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（４）熊本都市圏交通マスタープラン（策定年次：平成 13年、目標年次：平成 32年）                       

１ 対象圏域 

  ５市６町１村 

（熊本市、合志市、宇土市、菊池市(泗水地区のみ)、宇城市(不知火地区、松橋地区、 

小川地区のみ)、大津町、菊陽町、御船町、嘉島町、益城町、甲佐町、西原村、） 

【平成 27 年度中に新たな交通マスタープランを策定予定 目標年次：平成 47 年】 

 

２ 公共交通網の提案 

【８軸公共交通網】 

② Ｒ鹿児島本線（植木方面） 

②熊本電鉄及び新たな鉄軌道系ネットワーク 

（都市圏東北部方面）  

③ＪＲ豊肥本線  

④ＬＲＴ（帯山長嶺方面）  

⑤ＬＲＴ（空港方面）  

⑥バス優先走行路（中の瀬方面）  

⑦ＪＲ鹿児島本線（松橋方面）  

⑧ＬＲＴ，フィーダーバス（熊本港方面） 

 

 

３ 道路網の提案 

【２環状１１放射道路】 
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（５）公共交通グランドデザイン（策定年次：平成 24年、目標年次：平成 33年）                         

 国内外の交流促進や人口減少、超高齢社会を見据え、過度にマイカーに依存しない、誰もが気軽に

おでかけできるまちの実現に向け、概ね 10 年後の公共交通ネットワークの将来像を描いたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地と15の地域拠点を結ぶ8軸を
「基幹公共交通軸」と位置づけ、輸送力、速達
性、定時性の強化を図る。

▲超低床電車

▲連節バス

基幹公共交通を補うバス路線網を再編し、
わかりやすく効率的な運行体制を確立する。

▲ﾊﾞｽ専用ﾚｰﾝ（国道3号）

▲乗合ﾀｸｼｰ

地域と協働で「コミュニティ交通」の導入
を進め、公共交通の空白・不便地域の解消
を目指す。

NO 地域拠点
1 北区役所周辺地区

2 北部総合出張所周辺地区
3 楠・武蔵ヶ丘周辺地区
4 堀川・亀井駅周辺地区
5 子飼地区

6 長嶺地区
7 水前寺・九品寺地区
8 健軍地区
9 平成・南熊本駅周辺地区

10 島町・上ノ郷地区
11 南区役所周辺地区
12 城南総合出張所周辺地区
13 川尻地区
14 城山地区
15 上熊本地区

公共交通を軸とした多核連携都市

中心市街地 地域拠点

公共交通
空白・不便地域

公共交通
空白・不便地域

熊本市公共交通協議会

（関係行政機関、学識経験者、交通事業者、経済界代表、公募市民等で構成）
検
討
体
制

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
メ
ー
ジ

中心市街地と15の地域拠点を結ぶ8軸の
「基幹公共交通軸」

路線網再編と事業者連携でわかりやすく利
用しやすい生活公共交通網

地域とともに公共交通による移動を確保す
るコミュニティ交通路線

基幹公共交通部会 バス路線網再編部会 コミュニテイ交通部会
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（６）２期中心市街地活性化基本計画（策定年次：平成 24年、目標年次：平成 28年）                                                  

平成 24 年 4 月からの 5 年間を計画期間とする中心市街地活性化基本計画（2 期）を策定し、政令

指定都市にふさわしい「顔」づくりを推進するもの。 

計画期間：平成24年4月～平成29年3月（5年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～都市機能のさらなる集積と更新を図ります

～ 

 

商店街歩行者・自転車通行量（平日・日曜の平均） 

 

基準値277,017人/日 

（平成22年度） 

目標値310,000人/日 

（平成28年度） 

5年間で約4万人/日増加を目指しま

す。 

※1期計画の基準値約31万人/日（H18年実

績）まで回復を目指します。 

 

310,000人
309,381人 277,017人

0

100,000

200,000

300,000

400,000

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２８

5年間で約56万人/年増加を目指しま

す。 

 

目標値2,000,000人/年 

（平成28年度） 

基準値1,440,355人/年

（平成22年度） 

熊本城の年間入園者数 

 

～多くの人を引きつける魅力創出を図ります～ 

 

1期計画基準値 

 

2期計画基準値 2期計画目標値 

 

825,807人

2,000,000人

1,440,355人

0

1,000,000

2,000,000

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２８

1期計画基準値 

 

2期計画基準値 

 

熊本城

上通

下通

新市街

熊本駅

市電

人々が活発に交流しにぎわうまち

【3-1,2,3】市街地再開発事業（花畑地区）
中心市街地としての核の機能を備えた賑わい空
間を創出し、都市の再生を促進する。

【2-1,2,3】熊本駅西土地区画整理事業
公共施設の整備改善と宅地利用の増進を図ると
ともに、交流拠点性の高い中心市街地を形成す
る。

【4-1,2】市街地再開発等事業（桜町地区）
広域的な公共交通ターミナルとしての機能強化
など、商業・業務の拠点としての賑わいを創出
する。

【5】（仮称）桜町・花畑周辺地区まちづくり
推進事業
桜町･花畑の両再開発に面した（通称）シンボル
ロードについて、まちなみ景観と利活用の2 つ
の側面から検討を進める。

【29】空き店舗等総合活用事業
空き店舗等の利活用を進め、中心市街地の魅力
や賑わいを創出する。

【13】暮らし・にぎわい再生事業（熊本駅前
東Ａ地区）
公益施設を含む複合施設の整備と公共的な屋外
空間の整備を一体的に行い、人にやさしい都市
環境の創出を図る。

城下町の魅力があふれるまち

【48】熊本城第Ⅱ期復元整備事業
熊本の歴史・文化を象徴する熊本城を復元整備
し、中心市街地と調和した都市空間の再生を図
る。

【46】城下町の風情を感じられる町並みづ
くり事業
熊本駅と熊本城を結ぶ新町・古町地区において、
市と地域が協働で町並みルールづくりや町屋の
保存活用を行い、城下町の風情を感じられる町
並みづくりを進める。

誰もが気軽に訪れることができるまち

【51】電停改良事業
電停のバリアフリー化等により利用者の利便性
を向上し、公共交通の利用促進を図る。

【55】市電ロケーションシステム導入事業
市電の近接情報等を電停に設置したモニター等
で確認できるシステムを導入する。

【50】超低床電車導入事業
超低床電車を導入することにより、利用者の利
便性向上を図る。

※区域は１期計画と同じ。
面積は約415ヘクタール。

５ 計画区域及び主要事業について
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（７）住生活基本計画 （平成27年度～平成36年度）    

人口減少社会の到来、老朽化した空き家等の増加による住環境の悪化など、幅広い課題への対策が

求められる中、暮らしやすい熊本の住まい・まちづくりを実現することを目的に、本市の住宅政策の

基本的な方向性を示したもの。 

 

■基本理念 

 

 

 

 

 

 

■基本方針 
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（８）公共施設等総合管理計画（策定中：平成 28年度策定予定）                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【策定内容】
施設毎のメンテナンスサイクルや更新の実施計画
●対策の優先順位の考え方 ●個別施設の状態等
●対策内容と期間 ●対策費用

個別施設長寿命化計画
≪策定主体：自治体≫

個別施設計画
≪策定主体：国（省庁毎）≫

インフラ長寿命化基本計画（H25.11策定）
≪策定主体≫国

道路

学校

橋梁

【策定内容】

計画的な点検や修繕等の取組を実施す

る必要性が認められる全てのインフラで

メンテナンスサイクルを構築・継続・発展

させるための取組の方針

●対象施設の現状と課題

●維持管理・更新コストの見通し

●必要施策に係る取組の方向性

●長寿命化に向けた施設毎の具体的な

取り組み内容とスケジュール

・10年以上の計画期間
・全施設対象
・保有公共施設の将来見通し
・施設毎に更新、統廃合
・長寿命化等の具体的な取組
内容とスケジュール

【基本方針】
・目標とロードマップ ・基本的な考え方 ・インフラ長寿命化行動計画の基本的事項
・国と地方の役割分担 ・自治体支援 ・官民との連携

インフラ長寿命化計画（行動計画）
≪策定主体：国（省庁毎）≫

インフラ長寿命化計画（行動計画）
≪策定主体：自治体≫

行動計画で
策定すること
とした施設

公共施設等総合管理計画

一体のものと
して策定可

H28年度まで
に策定

その他

公園

【策定内容】

計画的な点検や修繕等の取組を実施する必要性

が認められる全てのインフラでメンテナンスサイク

ルを構築・継続・発展させるための取組の方針

●対象施設の現状と課題

●維持管理・更新コストの見通し

●必要施策に係る取組の方向性

●長寿命化に向けた施設毎の具体的な取り組み

内容とスケジュール

全
自
治
体
へ
の
策
定
要
請

行動計画で策定することとした施設

公共建築物

公営住宅

36.4%

学校系施設
35.5%

行政系施設

6.0%

その他

22.1%

50年以上

3.3%
40年以上

10.8%

30年以上

32.2%20年以上

30.4%

10年以上

15.5%

10年未満

7.8%

▲市施設分野別延床面積割合 

（H26年 4月１日現在） 

▲経過年数別床面積割合 
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（９）くまもと医療都市 2012 グランドデザイン（策定：平成 24年）                              

将来にわたって市民が安心して医療を受けられるよう確固とした医療サービス体制を確保するこ

とを目的に、医療関係者との論議を踏まえて、10 年後の医療の姿を市民に明らかにするため策定し

たもの。 

 

 

 

 

 

■目指すべき姿 

（１）最先端の医療技術を発信する九州の医療拠点都市 

○新たな医療分野の開拓や革新的な医療技術の創造を通じて、熊本市から先 

端的な医療技術が発信されることを目指します。 

○魅力的な医療情報を九州内に広く発信し、医療で選ばれる医療拠点都市を 

目指します。 

 

（２）機能分化と連携によって質の高い医療を提供できる都市 

○専門医とかかりつけ医の連携など、多くの医療機関が連携してスムーズに 

診療が行える「ネットワーク型※」の医療を目指します。 

○「救急ワークステーション※」や「小児専用集中治療室」など、さらに市 

民の安全につながる救急医療体制を目指します。 

○万一災害が発生しても、市民が安心して医療を受けられる体制作りを目指 

します。 

 

（３）高齢者や障害者などが住みなれた地域でいきいきと暮らせる都市 

○在宅医療･介護の整備により、高齢者自らが望む場所で療養することがで 

きる社会の実現を目指します。 

○在宅医療を支える家族などの負担軽減のための支援を行い、安心して療養 

できる環境づくりを目指します。 

 

 

 

○グランドデザインの目処   →約 10年後の熊本の医療の姿 

○グランドデザインの推進体制 

→「くまもと医療年ネットワーク懇話会」が進捗状況を検討しながら推進 
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（１０）第 6期くまもとはつらつプラン（熊本市高齢者福祉計画・介護保険事業計画） 

■目的 

 高齢者一人ひとりが生きがいと尊厳を持って、その人らしく健康に安心して暮らすことができるよ

う、高齢者保険福祉施策の体系的な推進を図るとともに、要介護者等の介護サービス供給量等を見込

み、介護保険事業の円滑な運営に資することを目的とする。 

 

 

 

 

 

■計画の位置づけ 

 計画期間において必要となるサービス量を適切に見込み、サービス全般にわたる方策を定め、団塊

の世代が 75歳以上に到達する 2025年（H37年）を見据え「地域包括ケアシステム」構築に向けた取

り組みを推進するための計画。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）在宅医療・介護の推進   （２）認知症高齢者の支援 

（３）介護予防・生活支援の推進 （４）高齢者のいきがいづくりと社会参加の促進 

（５）高齢者の住まいの確保   （６）高齢者の権利擁護 

（７）介護保険制度の円滑な運営とサービスの質の向上 

（８）介護サービス基盤等の整備 

 

■２７の日常生活圏域を設定 
様々なサービスが利用できる基盤整備や 

施策の展開を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○老人福祉法に基づく「高齢者福祉計画」と介護保険法に基づく「介護保険事業計画」

を一体的に構築したもの 

○平成 27年度から平成 29年度の 3ヵ年計画 
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（１１）子ども輝き未来プラン（平成 27年度～平成31年度） 

■計画の位置づけ 

 地域をあげて社会全体で、子ども・子育てを支援する新しい仕組みを構築し、総合的な取り組みを

行う。幼児期の学校教育や保育及び地域子ども・子育て支援事業を提供する体制の整備を含む子ど

も・子育て支援事業と一体的に策定する。 

 

■基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

■基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子ども・子育て支援事業計画 

各事業について「量の見込み」並びに「実施しようとする提供体制の確保の内容及びその実施時期」

を定める。 

 ○「量の見込み」・「確保方策」を設定する単位（提供区域） 

  ・教育（１号）     ８圏域（保育提供区域より広域な区域設定） 

  ・保育（２号・３号） ２７圏域（介護保険計画と同じ区域） 
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（１２）熊本都市圏将来ビジョン（平成 26年 2月 17日 商工会議所・経済同友会 作成） 

■位置づけ 

 今後 30年から 50年におよぶ環境変化を展望した中長期的観点から、また、行政区域にとらわれな

い広域的観点から、熊本都市圏の目指すべき姿を検討し、そのうえで今後 10 年間に取り組むべき課

題や具体的施策を取りまとめたもの。 

■熊本都市圏の目指すべき方向性 

① 成長力を強化する 

② 生活の質と都市圏の魅力を向上させる 

③ 存在感と誇りを高める 

■熊本都市圏の将来像 

 

 

 

 

 

 

■将来像の実現に向けた取り組み方針 

（１）企業活動の分野 

   ・強みを活かした観光・食関連ビジネスの拡大 

   ・中心市街地の活性化 

   ・MICE やスポーツイベントの誘致 

（２）社会インフラの分野 

   ・九州東西軸となる自動車専用道路の早期整備 

   ・関連する交通ネットワークの利便性向上 

   ・コンパクトで住みよいまちづくり 

   ・都市の魅力を高めるまちづく 

（３）人材の分野 

   ・子育て世代の支援 

   ・高齢者の人材活用 

   ・グローバル化への対応強化 

   ・若年層、企業人の人材開発 

（４）地方に関する政策・制度の分野 

   ・特区制度の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿蘇をはじめとする豊かな自然に囲まれ、城下に歴史・文化の薫りと都市の活気が溢れるまち、 

訪れる多くの人々が観光や食を楽しみ、住む人々が賑わいと安らぎの両立する生活の中で、ふ

るさとへの誇りと愛着を受け継いでいくまち、 

都市圏の魅力を高め、暮らす人、働く人、生まれ育つ人を増やす取り組みを続けるまち、 

くまもと 

目標１：ビジネスを強化し、交流人口を年間 1,000 万人に増大させる（現在 663 万人） 

目標２：九州東西軸の整備を早期に実現させる 

目標３：「日本一水が豊かで人に優しいまち」を創る 

目標４：女性の労働力率を全国 5 位以内に引き上げる（現在 15 位） 

目標５：外国人インターンシップを 1,000 人受け入れる 

・特区を活用して取り組みを推進する 
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（１３）災害リスクの高い地域            

災害リスクの高い地域 

○土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊区域など 

その他 

○宅地造成等規制区域、浸水想定区域（河川水系ごと）、防火地域など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


